
 

 

 

 

 

 

 

資料－１ 調査団員・氏名 
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調査団員名簿 

 
1. 基本設計調査時 

 

氏 名 担当業務 現  職 

千 原  大 海 総  括 国際協力事業団 国際協力専門員 

松 井  義 雄 技術参与 名古屋市環境科学研究所 
水質部 主任研究員 

笠 原 健 一 郎 計画管理 国際協力事業団 経理部 
財務第一課 

佐 伯  昇 業務主任／ 
環境モニタリング 八千代エンジニヤリング株式会社 

武 内  正 博 機材計画 I 八千代エンジニヤリング株式会社 

鶴 巻  峰 夫 機材計画 II 八千代エンジニヤリング株式会社 

岡 崎  良 弘 ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ計画 八千代エンジニヤリング株式会社 

清 水  清 積算／調達管理計画 八千代エンジニヤリング株式会社 

 
2. 事業化調査時 

 

氏 名 担当業務 現  職 

岩 切  敏 総  括 外務省 経済協力局 無償資金協力課 
審査官 

大 竹  茂 計画管理 国際協力事業団 無償資金協力部 
業務第一課 

武 内  正 博 業務主任／ 
環境モニタリング 八千代エンジニヤリング株式会社 

清 水  清 積算／調達管理計画 八千代エンジニヤリング株式会社 

鶴 巻  峰 夫 施設設計 八千代エンジニヤリング株式会社 



 

 

 

 

 

 

 

資料－２ 調査行程 
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No. 月/日 曜日 天候 宿泊地 移動 調査業務の内容

1 '99 月 晴 パリ 官団員 官団員（千原、松井、笠原）移動

11/15 成田発AF275（12:35）→パリ着（17:10）
ｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ ｺﾝｻﾙ団員 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（佐伯、武内、鶴巻、岡崎）移動

成田発CX501（10:35）→香港CX731（14:45/16:30）
→ドバイ着（21:15）

2 11/16 火 晴 ｱﾝﾏﾝ 官団員 官団員（千原、松井、笠原）ｱﾝﾏﾝ着

パリ発AF672（13:15）→ｱﾝﾏﾝ着（19:15）
ｺﾝｻﾙ団員 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（佐伯、武内、鶴巻、岡崎）ｱﾝﾏﾝ着

ﾄﾞﾊﾞｲ発RJ191（8:30）→ｱﾝﾏﾝ着（9:15）
団内会議

3 11/17 水 晴 ｱﾝﾏﾝ JICA事務所表敬

大使館表敬

計画省表敬、ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ・ﾚﾎﾟｰﾄ（IC/R）説明・協議

HCST表敬、IC/R説明・協議

4 11/18 木 晴 ｱﾝﾏﾝ サイト調査（ﾑﾍｲﾊﾞ水源、ﾔﾙﾑｸ川分岐部、ﾉﾙｳｪｰ援助

の水質監視所、ｷﾝｸﾞ・ｱﾌﾞﾄﾞﾗ運河、ﾜｼﾞｱﾗﾌﾞ貯水池、

JVA Lab、ﾃﾞｨﾗｰﾙ水制御ｾﾝﾀｰ、ザイ浄水場）

5 11/19 金 晴 ｱﾝﾏﾝ 団内会議

資料整理

6 11/20 土 晴 ｱﾝﾏﾝ ERC Lab表敬・協議

水・灌漑省表敬・協議

WAJ表敬・協議

JVA表敬・協議

RSS表敬・協議

HCST表敬・協議

7 11/21 日 晴 ｱﾝﾏﾝ [松井、笠原、武内、鶴巻、岡崎]
WAJ Lab表敬・協議

ｷﾝｸﾞ・ﾀﾗｰﾙ貯水池調査

ｱｯｻﾑﾗ下水処理場調査

[千原団長、佐伯]
USAID表敬・協議

8 11/22 月 晴 ｱﾝﾏﾝ [千原団長、松井、笠原、佐伯]
HCSTとミニッツ協議

[武内、鶴巻、岡崎]
ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ川調査

ﾃﾞｨﾗｰﾙ水制御ｾﾝﾀｰ調査

9 11/23 火 晴 ｱﾝﾏﾝ ミニッツ調印

JICA事務所報告

大使館報告

10 11/24 水 晴 ｱﾝﾏﾝ 官団員 [官団員（千原、松井、笠原）ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ発]
ｱﾝﾏﾝ発AF677（7:20）→パリ着（11:50）
パリ発JL406（17:55）
[ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員継続調査]
ﾃﾞｨﾗｰﾙ水制御ｾﾝﾀｰと技術協議（流量データ）

JVA Labと技術協議（質問票）

1. 基本設計調査

調査行程表
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No. 月/日 曜日 天候 宿泊地 移動 調査業務の内容

11 11/25 木 晴 ｱﾝﾏﾝ 官団員 [官団員（千原、松井、笠原）日本着（13:45）]
モニタリング地点踏査（ジョルダン川２地点）

WAJ Labと技術協議（質問票）

12 11/26 金 曇り ｱﾝﾏﾝ 資料整理・分析

団内会議

13 11/27 土 曇り ｱﾝﾏﾝ モニタリング地点踏査（ｷﾝｸﾞﾀﾗﾙ貯水池２地点）

一時 HCSTと技術協議

雨 ERCと技術協議

14 11/28 日 雨 ｱﾝﾏﾝ ザイ浄水場調査

のち 他援助国プロジェクト調査

晴 HCSTと技術協議（質問票）

モニタリング地点踏査（ｷﾝｸﾞｱﾌﾞﾄﾞﾗ運河１地点、

ザイ浄水場取水側１地点）

15 11/29 月 晴 ｱﾝﾏﾝ HCSTと技術協議

ERCと技術協議

JICA事務所中間報告

16 11/30 火 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 モニタリング地点踏査（カラメ貯水池下流側地点）

[ｺﾝｻﾙ・清水団員日本発]
成田発CX501（10:35）→香港CX733（14:45/16:30）
→ﾄﾞﾊﾞｲ着（0:20）

17 12/1 水 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ・清水団員ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ着]
ﾄﾞﾊﾞｲ発EK903（6:30）→ｱﾝﾏﾝ着（07:55）
JVA計画プロジェクト部と技術協議

モニタリング地点踏査（ｱｯｻﾑﾗ下水処理場下流側１地点）

JVA Labから質問票への回答入手

18 12/2 木 晴 ｱﾝﾏﾝ WAJ Labと技術協議（質問票への回答）

調査結果の整理・解析

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

19 12/3 金 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ・鶴巻団員ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ発]
ｱﾝﾏﾝ発GA972（14:10）→ﾊﾞｰﾚｰﾝ着（17:30）→

ﾊﾞｰﾚｰﾝ発CX730（23:35）→

資料整理・分析、団内会議

20 12/4 土 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ・鶴巻団員日本着]
香港着（12:05）→香港発CX500（15:15）→

成田着（20:00）
WAJ Labと技術協議（質問票）

HCSTと技術協議（モニタリング計画）

JTCと技術協議（テレメトリー関係データ収集）

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

21 12/5 日 晴 ｱﾝﾏﾝ JVA Labと技術協議（質問票）

HCSTと技術協議（テレメトリー関係）

モニタリング地点踏査

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

フィールドレポート（FL/R）作成

22 12/6 月 晴 ｱﾝﾏﾝ HCSTと技術協議（モニタリング計画）

ハシェミテ大学（環境基準）

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

FL/R作成
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No. 月/日 曜日 天候 宿泊地 移動 調査業務の内容

23 12/7 火 晴 ｱﾝﾏﾝ ERCと技術協議（質問票）

HCSTと技術協議（質問票）

FL/R作成

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

24 12/8 水 晴 ｱﾝﾏﾝ モニタリング地点調査（関係機関による確認）

FL/R作成

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

25 12/9 木 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ・岡崎団員ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ発]

ｱﾝﾏﾝ発GF972（14:30）→ﾊﾞｰﾚｰﾝ着（19:45）→

ﾊﾞｰﾚｰﾝ発CX730（23:35）→

FL/R作成

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

26 12/10 金 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ・岡崎団員日本着]

香港着（12:05）→香港発CX500（15:15）→

成田着（20:00）
FL/R作成

27 12/11 土 晴 ｱﾝﾏﾝ モニタリング地点調査（関係機関による確認）

FL/R作成

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

28 12/12 日 晴 ｱﾝﾏﾝ HCSTにFL/R提出、関係機関と協議

GCEPと協議

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

29 12/13 月 晴 ｱﾝﾏﾝ 関係機関とFL/R協議

ERCと協議

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

30 12/14 火 晴 ｱﾝﾏﾝ 関係機関とFL/R協議

JVA Labと協議

ザイ浄水場調査（テレメトリ関係）

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

31 12/15 水 晴 ｱﾝﾏﾝ 関係機関とFL/R協議

HCSTと協議

大使館に報告

32 12/16 木 晴 ｱﾝﾏﾝ JICAに報告

ザイ浄水場補足調査（ﾉﾙｳｪｰｺﾝｻﾙと技術協議）

調達関連調査（代理店、輸送業者等）

33 12/17 金 晴 ｱﾝﾏﾝ 資料整理、入手データの解析

団内会議

34 12/18 土 晴 機中 FL/R最終協議

ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ団員（佐伯、武内、清水）ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ発]

ｱﾝﾏﾝ発EK904（16:30）→ﾄﾞﾊﾞｲ着（21:15）→

ﾄﾞﾊﾞｲ発CX750（23:55）→

35 12/19 日 晴 ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ団員（佐伯、武内、清水）日本着]

香港着（15:15）→香港発CX508（16:20）→

成田着（21:05）

注） HCST ：　Higher Counsil for Science and Technology
GCEP ：  General Corporation for Environmental Protection
RSS ：  Royal Scientific Society
ERC ：  Environment Research Center
JVA ：  Jordan Valley Authoriy
WAJ ：  Water Authority of Jordan  
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No. 月/日 曜日 天候 宿泊地 移動 調査業務の内容

1 '02 金 晴 パリ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ団員（武内、清水、鶴巻）日本発]

1/4 成田発JL405（11:10）→パリ（15:40）
2 1/5 土 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ団員（武内、清水、鶴巻）ジョルダン着]

パリ発RJ116（15:30）→ｱﾝﾏﾝ着（23:10）
3 1/6 日 晴 ｱﾝﾏﾝ HCST表敬、ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ（IC/R）説明

JICA事務所表敬、対処方針説明

再委託調査（測量）

4 1/7 月 曇り ｱﾝﾏﾝ JVA試験所調査

のち モニタリングステーション予定地No.1、2、3、12調査

雪 再委託調査（測量）

5 1/8 火 雨 ｱﾝﾏﾝ HCSTとミニッツ案協議

のち 建設事情調査

曇り 再委託調査（測量）

6 1/9 水 雨 ｱﾝﾏﾝ ザイ浄水場の早期警告システムの現状調査

ディラール流量管理センターと協議

（データ提供方法の確認）

JVA試験所 DFR説明、要請機材確認

モニタリングステーション予定地No.7、13調査

再委託調査（測量）

7 1/10 木 晴 ｱﾝﾏﾝ HCSTと協議（データ準備確認）

モニタリングステーション予定地No.8～11調査

建設事情調査

再委託調査（測量）

8 1/11 金 曇り ｱﾝﾏﾝ モニタリングステーションNo.10調査

資料整理・分析

9 1/12 土 雨 ｱﾝﾏﾝ モニタリングステーションNo.7、13調査

HCSTと協議

建設事情調査

再委託調査（測量）

10 1/13 日 雨 ｱﾝﾏﾝ GCEPと協議

ERCと協議、DF/R説明

WAJ試験所と協議、DF/R説明

WAJ試験所の新設建屋調査

モニタリング・センター予定地調査

再委託調査（測量）

11 1/14 月 晴 ｱﾝﾏﾝ HCSTとミニッツ案協議

再委託調査（測量）

建設事情調査

12 1/15 火 曇り ｱﾝﾏﾝ 電力事情調査

通信施設の現況調査

モニタリングステーション予定地No.10調査

HCSTと協議

再委託調査（測量）

13 1/16 水 晴 ｱﾝﾏﾝ JICA事務所へ中間報告

ﾌｨｰﾙﾄﾞ･ﾚﾎﾟｰﾄ（FL/R）作成

再委託調査（測量）

2. 事業化調査（現況確認補足調査）
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No. 月/日 曜日 天候 宿泊地 移動 調査業務の内容

14 1/17 木 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ・鶴巻団員移動ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ発]

アンマン発 RJ111（11:15）→ロンドン着（14:45）
ロンドン発 JL402（19:00）
FL/R作成

HCSTとDF/R協議

電力・通信事情調査

再委託調査（測量）

15 1/18 金 晴 ｱﾝﾏﾝ ｺﾝｻﾙ団員 [ｺﾝｻﾙ・鶴巻団員日本着]

FL/R作成

再委託調査（測量）

16 1/19 土 晴 ｱﾝﾏﾝ FL/R作成

電力・通信事情調査

再委託調査（測量）

17 1/20 日 晴 ｱﾝﾏﾝ 官団員 [官団員（岩切団長、大竹）日本発]
成田発JL405（11:10）→パリ着（15:40）
電力・通信事情調査

モニタリングステーション予定地No.8 & 9調査

FL/R作成

再委託調査（測量）

18 1/21 月 晴 ｱﾝﾏﾝ 官団員 [官団員（岩切団長、大竹）アンマン着]

パリ発AF672（19:15）→アンマン着（19:15）
FL/R作成

団内会議

19 1/22 火 晴 ｱﾝﾏﾝ JICA事務所と協議

在ジョルダン日本大使館表敬

GCEP、WAJ、JVA、MWI表敬

団内会議

20 1/23 水 晴 ｱﾝﾏﾝ HCSTとミニッツ協議

HCSTとFL/R協議

WAJ試験所lと協議

21 1/24 木 晴 ｱﾝﾏﾝ ミニッツ調印

計画省表敬

JICA事務所報告

在ジョルダン日本大使館表敬

22 1/25 金 晴 機中 官団員 [官団員（岩切団長、大竹）、ｺﾝｻﾙ団員（武内、清水）

ｺﾝｻﾙ団員 ジョルダン発]

アンマン発AF677（07:15）→パリ着（11:50）

パリ発JL406（18:05）→

23 1/26 土 晴 官団員 [官団員（岩切団長、大竹）、ｺﾝｻﾙ団員（武内、清水）

ｺﾝｻﾙ団員 日本着]
成田着（13:55）

注） HCST ：　Higher Counsil for Science and Technology
GCEP ：  General Corporation for Environmental Protection
RSS ：  Royal Scientific Society
ERC ：  Environment Research Center
JVA ：  Jordan Valley Authoriy
WAJ ：  Water Authority of Jordan  



 

 

 

 

 

 

 

資料－３ 関係者（面会者）リスト 
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（英  文  名） （邦  訳）

高等科学技術審議会高等科学技術審議会高等科学技術審議会高等科学技術審議会

Secretary General 副総裁  Dr. Munther Al-Masri
Head of Agriculture and Water Sector 農業・水ｾｸﾀｰ課長  Ms. Majeda Al-Assaf

王立科学院王立科学院王立科学院王立科学院

Vice President 副院長  Dr. Seyfeddin Muaz

環境研究センター環境研究センター環境研究センター環境研究センター

 Dr. Bassam Hayek
Director 部長  Dr. Mohamed Y. Saidam

国家情報センター国家情報センター国家情報センター国家情報センター

Manager, Communication & Network 部長  Mr. Amjad Al-Ashqar

計画省計画省計画省計画省

Secretary General 次官  Dr. Jamal Salah
Director of Water Environment and Tourism Dept. 水環境・観光部長  Mr. Boulos Kefaya
Director of Multilateral Cooperation Dept. 多国間協力部長  Dr. Nael T. Al-Hajaj
Director of Information and Computer Dept. 情報ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ部長  Mr. Munir Asad

自治・環境省自治・環境省自治・環境省自治・環境省

Minister 大臣  H.E. Tawfeeq Kreishan

環境保護公社環境保護公社環境保護公社環境保護公社

Director General 総裁  Dr. Suleiman Jafari
Director 水質部長  Dr. Ahmed Khattab

水・灌漑省水・灌漑省水・灌漑省水・灌漑省

Secretary General 次官  Dr. Hazem Nasir
Assistant Secretary General 次官補  Mr. Fayez Bataineh

ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ水公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ水公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ水公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ水公社

[Wastewater Service Operation Section]
Engineer 技師  Mr. A. A. Matar
[Central Laboratory]
Director of Central Labs 中央実験所長  Mr. Zakaria Tarawneh
Assistant Director of Central Labs 中央実験所長補佐  Dr. Nawal Sunna
[Zai Water Treatment Plant]
Plant Manager 浄水場所長  Mr. Saad Abu Hamour
(Norwegian Consultant)
Technical Manager 技術部長  Mr. Kjell O. Wesstad
Computer System Engineer ｼｽﾃﾑ技師  Mr. Oyvind Kleppan

ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ渓谷開発公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ渓谷開発公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ渓谷開発公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ渓谷開発公社

Secretary General 副総裁  Mr. Avedis Serpekian
Director of Planning and Special Projects 計画ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部長  Mr. Yousef Hasan Ayadi
Director of North Area Operation Office 北部地域管理事務所長  Mr. Qais A. Owais
Director of Middle Area Operation Office 中部地域管理事務所長  Mr. Tayseer M. Ghezawi

関係者（面会者）リスト

 Environment Research Center (ERC)

 Ministry of Water and Irrigation

 Water Authority of Jordan (WAJ)

 Jordan Valley Authority (JVA））））

氏    名
関係機関・所属

 Higher Council for Sience and Technology (HCST)

 The Royal Scientific Society (RSS)

 National Information Center (NIC)

 General Corporation for Environmental

1. 基本設計調査時

 Ministry of Planning

 and the Environment

 Protection (GCEP)

 Ministry of Municipal, Rural Affairs
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Director of South Area Operation Office 南部地域管理事務所長  Mr. Farook Kanan
Manager of Karama Dam カラマダム所長  Mr. Bader Abbadi
[Diral Control Center] ﾃﾞｨﾗｰﾙ流量管理ｾﾝﾀｰﾃﾞｨﾗｰﾙ流量管理ｾﾝﾀｰﾃﾞｨﾗｰﾙ流量管理ｾﾝﾀｰﾃﾞｨﾗｰﾙ流量管理ｾﾝﾀｰ

Head of Contral Systems Division 制御ｼｽﾃﾑ課長  Mr. Shafiq Al Habash
Instrument Engineer 制御担当技師  Mr. Said Ridhi Said
(French Consultant)
Water Control Engineer 水制御技師（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）  Dr. Franck Sanfilippo
Telecommunication Engineer 通信技師（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）  Mr. Michel Tuillier
[JVA Laboratory]
Director 実験所長  Mr. Hussan Ebbeni
Head of Lab. Division 実験部長  Mr. Mohammed El-Imamr

観光・考古省観光・考古省観光・考古省観光・考古省

Secretary General/Head of Multilateral Talk 次官兼環境多国間  Dr. Alia Hatough Bouran
for Environment 協議代表

ジョルダン大学ジョルダン大学ジョルダン大学ジョルダン大学

Dean of Fuculty of Agriculture 農学部長  Dr. Muhammad Shatanawi
Manager, Water& Environment Research Center 水・環境研究所長  Dr. Manar Fayyad

ハシェミット大学ハシェミット大学ハシェミット大学ハシェミット大学

Dean of Research & Graduate Studies 大学院研究学部長  Dr. Talal Akasheh

米国援助庁米国援助庁米国援助庁米国援助庁

Mission Environment Officer 環境担当官  Mr. Abdullah A. Ahmed
 Dr. Amal Hijazi
 Mr. Steve Luxton
 Dr. Mohamed Chebane

ジョルダン通信会社ジョルダン通信会社ジョルダン通信会社ジョルダン通信会社

Deputy Director General of Operation & 運営維持管理部次長  Mr. Ahmed H. Bani Hani
Maintenance
Manager of Transmission Dept. North Region 北部地域送信部長  Mr. Ziad Ebbini

Environmental Monitoring Adviser  小林　義治

Environmental Monitoring Adviser  横溝　　敬

特命全権大使（Ambassador）  松本　紘一

一等書記官（First Secretary）  田中　聖哉

所　　　長（Resident Representative）  矢部　義夫

次　　　長（Deputy Resident Representative）  蔵方    宏

担当所員（Assistant Resident Representative）  岩井　雅明

Research Coordinator   Mr. Adel O. Zureikat
Research Coordinator   Mr. Hani Kurudi

 Hashemite University

 JICAジョルダン事務所ジョルダン事務所ジョルダン事務所ジョルダン事務所（（（（JICA Jordan offfice））））

 在ジョルダン日本国大使館 在ジョルダン日本国大使館 在ジョルダン日本国大使館 在ジョルダン日本国大使館 （（（（Embassy of Japan））））

 U. S. Agency for International Development
 (USAID)

 JICA専門家（専門家（専門家（専門家（JICA Expart））））

 Jordan Telecommunication Company

 Ministry of Tourism and Antiquities

 The University of Jordan

関係機関・所属
氏    名
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高等科学技術審議会高等科学技術審議会高等科学技術審議会高等科学技術審議会

Secretary General 副総裁  Dr. Munther Al-Masri
Head of Agriculture and Water Sector 農業・水ｾｸﾀｰ課長  Ms. Majeda Al-Assaf

環境研究センター環境研究センター環境研究センター環境研究センター

Director 試験室長  Dr. Bassam Hayek
Head of Water Section 水質分析部長  Dr. Mohamed Y. Saidam

計画省計画省計画省計画省

Minister 大臣  Dr. Bassam Awadallar
Director of Bilateral Cooperation Dept. 二国間協力部長  Dr. Mustafa Al-Saleh

環境保護公社環境保護公社環境保護公社環境保護公社

Director General 総裁  Mr. Faris Al Junaidi

水・灌漑省水・灌漑省水・灌漑省水・灌漑省

Secretary General 次官  Dr. Hazem Nasir
Assistant Secretary General 次官補  Mr. Fayez Bataineh

ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ水公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ水公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ水公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ水公社

[WAJ Laboratory]
Director of Central Labs 中央実験所長  Mr. Zakaria Tarawneh
Assistant Director of Central Labs 中央実験所長補佐  Dr. Nawal Sunna
[Zai Water Treatment Plant]
Early Warning System Engineer 早期警告システム担当技師  Mrs. Majeda

ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ渓谷開発公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ渓谷開発公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ渓谷開発公社ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ渓谷開発公社

Secretary General 副総裁  Mr. Avedis Serpekian
Director of Planning and Special Projects 計画ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部長  Mr. Yousef Hasan Ayadi
[JVA Laboratory] JVA試験所JVA試験所JVA試験所JVA試験所

Director 実験所長  Mr. Hussan Ebbeni
Head of Lab. Division 実験部長  Mr. Mohammed El-Imamr
[Diral Control Center] ﾃﾞｨﾗｰﾙ流量管理ｾﾝﾀｰﾃﾞｨﾗｰﾙ流量管理ｾﾝﾀｰﾃﾞｨﾗｰﾙ流量管理ｾﾝﾀｰﾃﾞｨﾗｰﾙ流量管理ｾﾝﾀｰ

Head of Contral Systems Division 制御ｼｽﾃﾑ課長  Mr. Shafiq Al Habash

ジョルダン通信会社ジョルダン通信会社ジョルダン通信会社ジョルダン通信会社

Deputy Director General of Operation & 運営維持管理部次長  Mr. Ahmed H. Bani Hani
Maintenance
Manager of Transmission Dept. North Region 北部地域送信部長  Mr. Ziad Ebbini

特命全権大使 佐々木伸太郎

参事官 吉田　潤

二等書記官 神谷　俊一

所　　　長 稲垣　瑞夫

次　　　長 熊谷　英範

担当所員 小林　勤

Research Coordinator 調整員 Mr. Adel O. Zureikat

2. 事業化調査時

 Ministry of Planning

 Protection (GCEP)

氏    名
関係機関・所属

 Higher Council for Sience and Technology (HCST)

 Jordan Telecommunication Company

 General Corporation for Environmental

 JICAジョルダン事務所ジョルダン事務所ジョルダン事務所ジョルダン事務所（（（（JICA Jordan offfice））））

 Environment Research Center (ERC)

 Ministry of Water and Irrigation

 Water Authority of Jordan (WAJ)

 在ジョルダン日本国大使館 在ジョルダン日本国大使館 在ジョルダン日本国大使館 在ジョルダン日本国大使館 （（（（Embassy of Japan））））

 Jordan Valley Authority (JVA））））
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資料－６  事業事前評価表 

1. 協力対象事業名 
 ジョルダン国水質汚染監視計画 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 
(1) 我が国は、ジョルダンが、①中東和平プロセスの当事国として同プロセスにおいて積極的な

取組み及び貢献を行っており、同国の政治的・経済的安定が中東地域の平和にとって重要で

あること、特に、現在ジョルダンはフセイン国王逝去後の移行期にあり、国際社会全体とし

てジョルダンを支援する必要性が一層高まっていること、②民主化及び経済改革に関し積極

的に努力していること、③我が国との関係が良好であること等に鑑み、インフラ整備、人的

資源開発等幅広い分野で各形態による援助を積極的に実施している。 

同国では、現在、1999 年から 2003 年までを期間とする社会経済開発５ヵ年計画を実施中で

ある。本５ヵ年計画では、2003 年までに最適な国際規格の適用によって環境保全を図ること、

そのための方策として環境監視能力の増強等、技術面・行政面での整備が重点目標の一つに

挙げられている。なお、我が国はジョルダン側との政策対話を踏まえ、以下を重点分野とし

ている。 
1) 基礎生活の向上 

(a) 水供給 (b) 食糧 (c) 基礎的保健・医療 (d) 基礎教育 
2) 産業振興 

(a) 輸出産業発展を目的とした人的協力及び資金協力 
(b) 観光及び中継貿易のためのインフラ整備 

3) 環境保全 

(2) ジョルダンでは、1995 年に環境保護法が制定され、環境行政を一元的に所管するため、環境・

自治省管轄下の環境保護公社（GCEP）を設立すると共に、環境政策決定機関としての環境審

議会を設立し、環境保護対策の推進を図っている。なお、環境基準の技術的な検討について

は、同国における科学・技術の最高レベルの研究機関である高等科学技術審議会（HCST）に

おいて実施されている。 
一方、1998 年夏期に首都圏飲料水の水源となっている水域において藻が大量に発生し、飲料

水の水質が悪化した問題を契機として、水質モニタリングシステムの構築による水質悪化の

早期発見が緊急課題となっている。また、モニタリングデータを速やかに環境行政に反映さ

せるため、環境行政実施機関である GCEP の強化が課題となっている。 

3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
環境監視体制強化のため水質分野の環境モニタリング体制を整備する。 

4. 協力対象事業の内容 
(1) 対象地域 

ジョルダン北部地域 
(2) アウトプット 

モニタリングステーション 13 箇所、定点・定期化学分析用機器の拡充及びテレメトリシステ

ム構築による水質汚染モニタリングシステムの整備 
(3) インプット 

・ モニタリングステーション 13 箇所の設置 
・ ３試験所（WAJ、JVA 及び ERC）における定点・定期化学分析用機器の拡充 
・ テレメトリシステムの構築 
・ 調達機材の運用・維持管理に係る技術指導（ソフトコンポーネント導入） 

(4) 総事業費 
概算事業費 9.23 億円（日本側 8.68 億円、ジョルダン側 0.55 億円） 

(5) スケジュール 
E/N から実施設計を含め 11.5 ヶ月の工期を予定 



 
(6) 実施体制 

ジョルダン国高等科学技術審議会（HCST）（なお、測定データの環境行政への反映は、HCST
統括のもと GCEP が実施） 

5. プロジェクトの成果 
(1) プロジェクトにて裨益する対象の範囲及び規模 

ジョルダン北部地域（アンマン、ザルカ、イルビッド、マフラック、バルカ）、裨益人口約

300 万人（2001 年） 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 
 
  実施前（2001 年） 実施後（2003 年）  
 連続水質モニタリング実施箇所数 6 19  
 連続水質モニタリング項目数 30 115  
 富栄養化を測る指標（全リン、全窒素）

の連続モニタリング箇所数 
0 10 

 

 微量化学分析の精度（mg/l） 10-3 10-6  
 GCEP が水質監視可能な箇所数 55 540  
     
6. 外部要因リスク 
(1) 水質モニタリングシステムの運営・維持管理費用及び体制 

本計画の実施機関である高等科学技術審議会（HCST）は、運営・維持管理を実施する環境公

害監視中央ユニット（CUEP）の組織を整備するとともに、本計画で整備されるモニタリング

機材の運営・維持管理費用を確保する必要がある。 

(2) 先方負担事業の実施 
本計画実施に必要な、モニタリングセンター用建物の確保、テレメトリシステム構築用通信

回線の整備及びモニタリングステーション用の電源引き込み工事を、日本側実施工程に合わ

せて実施する必要がある。 

7. 今後の評価計画 
(1) 事後評価に用いる成果指標 

連続水質モニタリング実施個所数、連続モニタリング項目数、富栄養化を測る指標の連続モ

ニタリング箇所数、微量化学物質の精度、GCEP が水質監視可能な箇所数 

(2) 評価のタイミング 
2003 年を目処に事後評価を実施する予定。 

 



 

 

 

 

 

 

 

資料－７ 参考資料／入手資料リスト 



                          平成 1４年 ３月１日作成 
主管部長

 文 書 管 理 
課   長 主管課長

 情 報 管 理 
課   長 

技術情報

課   長 

   
 

  

 
地 域 中近東

 
調査団名又は

専 門 家 指 名 
ジョルダン国水質汚染モニタリング

機 材 整 備 計 画 基 本 設 計 調 査 
調査の種類又

は 指 導 科 目 基 本 設 計 調 査

 
作 成 部 課 

八千代エンジニヤリング

株式会社国際事業部 

国 名

 
ジョルダン国 配 属 機 関 名 八千代エンジニヤリング株式会社 

現地調査期間

又は派遣期間  11 年 11 月 15 日～ 11 年 12 月 19 日

 
担 当 者 氏 名 清水  清 

 
番 

号 
資   料   の   名   称 版 型 

ページ

数 
オリジナル 
コピーの別 部 数      収集先名称又は発行機関 寄 贈 ・ 購 入 

( 価 格 ) の 別 取扱区分 利用表紙 

1 National Environment Strategy for Jordan A4 230 コ ピ ー １ 
Ministry of Municipal 
and Rural Affairs & the 
Environment 

寄 贈 
  

２ Annual Environmental Static 1997 A4 190 オリジナル １ Department of Statistics 寄 贈   
３ Annual Agricultural Static 1998 A4 90 オリジナル 1 Department of Statistics  寄 贈   
４ Economic and Social Development Plan 1993-1997 B5 210 コ ピ ー １ Ministry of Planning 寄 贈   
５ Statistical Yearbook 1998 A4 300 オリジナル １ Department of Statistics  寄 贈   
6 Central Bank of Jordan, Monthly Statistical Bulletin A4 110 オリジナル １ Department of Research 

and Studies 寄 贈   
７ County Profile Study on Environment (Draft Final Report) A4 60 コ ピ ー 1 JICA Jordan Office 寄 贈   
８ Environmental Standards System  A4 100 コ ピ ー 1 Higher Council for Science 

and Technology 寄 贈   
9 National Environmental Pollution Monitoring System A4 70 コ ピ ー 1 Higher Council for Science 

and Technology 寄 贈   

１０ National Environmental Pollution Monitoring System 
(Phase 1:Water) A4 85 コ ピ ー 1 Higher Council for Science 

and Technology 寄 贈   

１１ Environmental Measures in Japan’s Industries A4 55 コ ピ ー 1 JICA Jordan Office 寄 贈   
１２ The Basic Environment Law, Law No. 91, 1993 A4 50 コ ピ ー 1 Higher Council for Science 

and Technology 寄 贈   
          
          
          
          
          

 

資料リスト（収集資料） 



 

 

 

 

 

 

 

資料－８ モニタリングステーション 

詳細位置図 
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